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山間部小規模校一気に丸ごと情報化支援プロジェクト

ーポータルサイト研修会実施報告-

平塚知真子
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1.経緯とネットコモンズ

平成 22年4月より開始された筑波大学手打

研究室と大子町の連携・協力推進プロジェクト。

その一環として、大子町の教育委員会、そして

幼稚園、小中学校全校の情報発信を安全にかっ

効果的に、そして低コストで実現するため、EDL

ではネットコモンズ (NetCommons)11の導入

支援を行った。ネットコモンズとは、大学共同

利用機関法人である盟立情報学研究所が公約機

関・教育機関のために開発、無償提供する情報

.筑波大学大学腕教育研究科学校教育コース 2007
年3月卒業。筑波大学発ベンチャー企業株式会社エ
デュケーションデザインラボ (EDL)代表取締役
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共有基盤システムで、現在学校を中心に 3000

の導入実績を持つ。ウェプサーバーへのFTP(転

送作業)が不要で、メールを書くのと悶じ程度

の手間で情報更新ができ、記事の承認機能や携

帯サイトの自動生成機能が標準装備されており、

担当者の業務負担が大幅に軽減される、 ITの専

門知識不要のシステムである。

まず、ネットコモンズをサーバーにインスト

ールし、初期画面を設定する作業を EDLで担当

した。これまでホームページを持たない学校も

多かったことから、まずは「学校プログJr行事

予定Jr学校紹介」の 3ページからのスタート

し、情報の入力や更新作業を各学校担当者が行
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うことに決定した。 少ないところで5件と毎月最低 l件のサイト更

大子町ならではの特色ある教育、学習の成果 新は達成された。アクセス数と記事数には正の

を世界に向けて発信していくウェプサイトと位 相関がはっきりと見られ、今後の各校担当者が

置づけ、 7丹に具体的な操作についての研惨が 家底での親子の会話のきっかけとなる記事、あ

行われることになった。 ったことだけでなく感じたこと、考えたことを

3た記事等、定期的に吏新していくことが-

2. ポータルサイト研修会 方的にならない「見てもらえる学校ウェプサイ

サイトの操作研修は午前と午後にはぼ閤じ わとなっていくことになる。

内容を 2回に分けて 7月26日に実施した。会 学校紹介のページや日々の学習や活動の報告

場は大子町立だいご小学校コンビュータ室で、 を児童生徒に担当させたり、他県との交流を行

各校から 3-4名が参加した。 ったりという事例もすでに報告されており、子

当日、研修に先立つて行われた、さはら小学 どもたちの情報モラルを向上させるために大き

校の「夢道場」における児童による野菜の収穫、 な効果をあげている。今後さらにポータルサイ

販売体験学習に大学院生が参加し、その後、大 トを活用して、大子町らしい教脊実践をリアル

子町がウェプサイトで発信すべき内容について タイムで発信していただきたい。

まとめ、午能中の研修で発表してくれた。閲覧

者の巨線に立った学校ウェブサイトを意識して

創り上げていくことは、非常に重要である。

研修修了後、夏季休業中に各校ウェプページの 1I NetCommonsは大学共同利用機関法人情報・シ

公開準備を進められた。 ステム研究機構の登録商標である。

21 ;f-ータル (portaI)という諮は、もともと「玄関口J

3. 完成した f大子町教育ポータルサイトJ2) や「出発点」といった意味を持っている o大子町教膏

結果的に 10月より頗次公開されたサイトは ポータルサイトとは大子町の学校や教育委員会へ訪

2月までの5ヶ月間で 20844の総アクセスを れる際の入口となるサイトという意味である。

獲得。各校の投稿記事数は多いところで90件、
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